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はじめに
１６世紀はヴェネツィア共和国にとって，ジョルジョーネやティツィアー
ノが活躍する“絢爛豪華”（splendore e magnificenza）の時代であると同時
に，苦難と変革の時代でもあった１）。なかでも，前世紀後半から断続的に繰
り返されたオスマン・トルコとの戦争と一連のイタリア戦争は，再三にわた
る深刻な財政危機をヴェネツィアにもたらした。その打開策として導入され
たのが，官職の売買である。厳密には，「売買」というよりも，政府への融
資によってポストを手に入れたり選挙を有利に運んだりすることを認めると
いうものである場合が多かったのだが，この措置は，金権主義の蔓延と寡頭
支配の強化をもたらし，ヴェネツィアの政治を腐敗させたとみなされている２）。
筆者は「１６世紀ヴェネツィアの門閥家系―サン・マルコ財務官就任者の
分析より」（２０１０）にて，１６世紀にサン・マルコ財務官Procuratore di San
Marcoに選出された全人物をリストアップし，可能な限りにおいて，その就
任時の年齢，在職年数，家系を分析し，有力クランが官職売買を戦略的に利
用して一族内の若年者を政府の中枢機関に送り込むことにより，長期的な権
力の掌握を目指していたと推論した３）。そのなかで，いくつかの疑問が浮か
んだ。サン・マルコ財務官は終身職であるため，通常は在職者の死去または
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ドージェ（共和国元首）就任によって欠員が生じた時のみ，後任者の選挙が
行なわれていた。この仕組みにより，３つの部署（デ・スプラ de Supra，
デ・チトラ de Citra，デ・ウルトラ de Ultra）に各３名，計９名の定員が
維持されたのであるが４），緊急時には官職売買によって，この定員枠を無視
した増員がなされた。つまり，官職売買によって当職に就任した者の多くは
この増加枠に入ったのであるが，終身職である以上，彼らの存命中はそのポ
ストが維持される。では，彼らの死後，そのポストはどうなったのか。すな
わち，拡大されたサン・マルコ財務官職の規模は維持されたのか。また，在
職者の死去，新たな選挙や官職売買によって，その規模はどのように推移し
たのか。そして，ドージェに次ぐ地位であったサン・マルコ財務官の威信や
ヴェネツィアの誇りであった共和主義精神は，官職売買によってどのように
変化したのか。
本稿は，上記のような疑問を解明することを目的としている。そのために
は，サン・マルコ財務官職全就任者の前任者・後任者と在職年数について洗
い出し，統計を取ることが必要となる。選挙（後述するように，官職売買の
場合でも投票は行なわれた）に関する情報は，基本的にはヴェネツィア共和
国大評議会 Maggior Consiglioの記録５）や，１４９６年１月～１５３３年９月に限れ
ば，貴族マリン・サヌードの『日記』I Diarii ６）から得ることができる。と
はいえ，１６世紀にサン・マルコ財務官職に就任した人物は１４９名におよび，
膨大な文書の中から当該箇所を拾い上げるのは並大抵の労力でできることで
はない。だが幸い，ヴェネツィア国立古文書館所蔵の通称「バルバロの家系
図」７）には，各クランから輩出した高位官職者のリストが付され，サン・マ
ルコ財務官の場合には，誰の後任であったか，あるいは，いくらでポストを
「買った」かも記されている。また，家系図そのものには，多くの場合，
個々人の生没年やキャリアも記されている（先述の通り，サン・マルコ財務
官は終身職であったため，後任がいない場合は，在職年数を知るのに没年が
手掛かりとなる）。一部に記録の欠損や誤記はあるものの，この史料と他の
史料・文献を併用することにより８），筆者は１４９名中５名を除く全員につい
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て必要な情報を集めることができた。
本稿では，まず，１６世紀に導入された官職売買について概要をまとめた
のち，サン・マルコ財務官職就任者のデータを整理し，分析と考察を試み
る。
１．ヴェネツィア共和国の官職売買
（１）カンブレー同盟戦争と財政危機
ヴェネツィア共和国は中世後期までに貴族共和政の体制を整えた９）。そこ
では，大評議会の議員資格を世襲の特権として保有する貴族階級が平等な参
政権を持ち，下級官職からドージェに至るまで，すべての官職が選挙で選ば
れるか，少なくとも信任投票が行なわれた１０）。とりわけドージェ選挙は，あ
らゆる不正を防止する目的で綿密に考案された複雑極まりない手続きを通さ
ねばならなかった１１）。このような公正さと平等を旨とする共和主義精神は，
ヴェネツィア共和国の伝統であった１２）。しかし，１６世紀に陥った危機を切り
抜けるため，大評議会は共和主義の原則を揺るがす決定を下した。フィンレ
イの言を借りれば，官職が「競売」にかけられたのである１３）。
前世紀におけるヴェネツィアの本土領拡張政策は，多方面で周辺諸国との
軋轢を生んでいたが，フランス王シャルル８世のナポリ侵攻（１４９４年）を
きっかけにイタリア半島で巻き起こった戦乱の渦中，ヴェネツィアは突然，
自らが孤立無援の状態に立たされていることを知る。１５０８年１２月に教皇ユ
リウス２世の呼びかけで結成されたカンブレー同盟は，教皇，フランス王ル
イ１２世，神聖ローマ皇帝マクシミリアン，アラゴン王にしてシチリアとナ
ポリの王であるフェルナンド２世，フェッラーラ公アルフォンソ１世，サ
ヴォイア公カルロ３世，マントヴァ侯フランチェスコ１世の間で，ヴェネ
ツィアが当時イタリア本土に有していた領土を分割することを目的としたも
のであった。さらに，イングランド王，スコットランド王，ハンガリー王，
ミラノ公，フィレンツェ共和国も同盟を支援したため，ヴェネツィアはヨー
ロッパの主要国のほぼすべてを敵にしなければならなくなったのである１４）。
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翌年５月にクレモナ近郊アニャデッロでヴェネツィアを打ち破った同盟軍
は，雪崩を打ってヴェネツィア領を西進し，１カ月もたたぬ間にパドヴァま
でをも占領するに至った。それからの数年間，ヴェネツィアは軍事と外交の
両面で手を尽くしながら失地の回復に努める。どのような手を打つにも資金
が必要であったが，すでにヴェネツィアの財政は破綻寸前であった。それま
での戦争で膨大な支出を強いられていただけでなく，領土喪失に伴って税収
が激減していたからである１５）。ヴェネツィアは陸上の戦争では主戦力を傭兵
に頼っていたため，軍隊への支払いは急を要した。支払いが滞れば，士気の
低下だけでなく，契約解消や敵への寝返りの恐れがあった。また，敵の懐柔
にも多額の貢納金が必要であった。このような事態に対処するには，あらゆ
る手段で金を掻き集めなければならなかったのである。
官職売買の手始めは，書記官職（貴族ではなく市民階級の職）の保有権の
「販売」であった。すなわち，１５１０年３月１０日，大評議会は，現職の書記
官が俸給の一定の割合の額を納めることにより，そのポストの終身保有権や
身内の者に引き継がせる権利を得ることを承認したのである１６）。また，
２，０００ドゥカートを政府に低利で融資した者に元老院資格（ただし，投票権
を伴わない）を与えることが十人会Consiglio dei Dieciによって決定され，７
名の新元老院議員が誕生した１７）。１５１１年８月，官職への就任を希望するすべ
ての貴族に政府への融資を義務付ける提案がなされたが，これは，有能だが
貧しい者の登用を妨げるとして否決された１８）。それでも，政府に多額の融資
を提示した人物が自ら望むポストに当選する風潮は高まっていった。１５１２
年には，１，０００ドゥカートの融資を申し出たフランチェスコ・フォスカリと
アルヴィーゼ・ピザーニが十人会の追加委員（ゾンタZonta）に選出されて
いる１９）。
カンブレー同盟は，フランス勢力の急速な伸長に不安を抱いた教皇ユリウ
ス２世が一転してヴェネツィアと同盟を結んだことにより早々と瓦解したが
（１５１０年），ヴェネツィアがすべての失地を回復するには，まだ数年を要し
た。１５１４年から翌年にかけて，１００～２００ドゥカートの融資と引き換えに，
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資格年齢に達していない者への大評議会の議員資格や官職への被選出権が与
えられた２０）。１５１５年には，官職選挙時に各候補者の政府への融資の有無と融
資額を公表する規定が承認された２１）。こうして，なし崩し的に進行した官職
の「売買」は，１５１６年にはついに，ドージェに次ぐ最高官職であったサン・
マルコ財務官にまでおよぶことになるのである。
（２）サン・マルコ財務官職の「売買」
ヴェネツィア共和国がカンブレー同盟戦争によって失ったイタリア本土領
の回復は，１５１７年１月のヴェローナ奪回によって完了する。ドイツとイタ
リアを結ぶ通商および軍事上の最重要拠点であるこの都市を再び手に入れる
ためにヴェネツィアが皇帝マクシミリアンに支払った額は，１０万ドゥカー
トという法外なものであった２２）。その資金調達に最も役立ったと考えられる
のは，前年に行なわれたサン・マルコ財務官職の「競売」である。
１５１６年４月，サン・マルコ財務官ルカ・ゼンの死去に伴う後任の選挙が
行なわれ，８，０００ドゥカートの融資額を提示したザッカリア・ガブリエルが
当選した２３）。もっとも，この時点では，まだあくまでも「後任選び」であ
り，サン・マルコ財務官定員枠は維持されている。しかし，翌５月１８日に
１０，０００ドゥカートの融資を申し出て当選したアルヴィーゼ・ピザーニには
前任者がいない。４９歳という比較的若い年齢でこのポストを手に入れたア
ルヴィーゼ・ピザーニは，当時のヴェネツィアでコルナーロ家と肩を並べる
大財閥ピザーニ家の跡取りであった２４）。以後，同年の５月から６月にかけ
て，さらに５名のサン・マルコ財務官が誕生した。そのいずれも前任者がな
く，１０，０００～１４，０００ドゥカートの融資額を提示して当選を果たしている２５）。
サン・マルコ財務官の地位は，１万ドゥカート以上の代償を払ってでも手
に入れる価値のあるものであった。動かすことのできる予算額，その権能を
通じて社会に分配することのできる恩恵，そこから獲得したり強化したりで
きる威信とパトロン－クライアント関係，１６世紀にヴェネツィア政府の中
枢機関であった十人会への出席権と投票権，さらに，「プロクラトーレ」と
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いう古代ローマ風の称号をもって呼ばれる栄誉２６）。サン・マルコ財務官増加
枠の「競売」（選挙）は，そのすべてを可能にするチャンスであり，野心的
な富裕貴族家系がそのチャンスを逃すはずはなかった。そして，たとえその
動機が打算的なものであったにせよ，彼らの行動は祖国の窮状を救うのに一
役買ったのである。
ヴェローナが解放された翌日，元老院は官職選挙のための政府への融資を
廃止する決定を下し，それは数日後に大評議会でも圧倒的多数の支持を得て
可決された２７）。ヴェネツィア共和国の伝統を損なう官職売買には，これで終
止符が打たれるはずであった。
しかし，ヴェネツィアの苦難は，それだけでは終わらなかったのである。
１５２２年，オスマン・トルコ軍が聖ヨハネ騎士団の本拠地ロードス島を包囲
した。ロードス島はヴェネツィア領でこそなかったものの，１４８９年にヴェ
ネツィア海上帝国に加わったキプロス島とも密接な関係にあった。東地中海
におけるヴェネツィアの領土は，すでにトルコに蚕食されつつあり，トルコ
にこれ以上の海上進出を許すことはできなかった。東地中海の自由な航行
は，商業国ヴェネツィアにとって，いわば生命線であったからである。いっ
ぽう，本土におけるイタリア戦争は，前年に結ばれた教皇レオ１０世と皇帝
カール５世の同盟を機に再燃していた。教皇と皇帝は，アドリア海沿岸の拠
点をヴェネツィアから奪回・奪取する目的でも利害を同じくしていた。新た
な戦費を調達するため，政府は５年前に廃止した制度を復活させ，それから
１年の間に，実に１５名もの「前任者なし」のサン・マルコ財務官が選出さ
れた２８）。なかでも，１５２２年３月２８日に当選を果たしたマルコ・グリマーニ
の「落札額」は，２万ドゥカートという破格の水準であった２９）。
以後，官職売買は財政難に直面したヴェネツィア政府がとる常套手段とな
り，次世紀以降も引き継がれていくこととなった。そして，１７世紀半ばに
は，貴族の地位そのものが金で手に入るものとさえなってしまうのである３０）。
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２．サン・マルコ財務官在職者数の推移
（１）就任者とポスト
上述のように，ヴェネツィア共和国の官職売買は，１５１７年に一度中断さ
れた。しかし，サン・マルコ財務官の職は，就任者が生きている限り，また
はドージェに選出されない限り，維持される類のものであった３１）。官職売買
が復活された１５２２年の時点で，１５１６年に政府への融資によって当職に選出
された者の多くは存命であったと考えられるいっぽう，それまでに正規の方
法で選出されていたサン・マルコ財務官のなかには，すでに死去した者も少
なくなかったであろう（本来，サン・マルコ財務官職は，経験豊かな高齢者
が就くべきものであった）。では，後者が死去した後，そのポストはどう
なったのか。また，前者の場合はどうだったのか。そして，新たな官職売買
と在職者の死去により，サン・マルコ財務官職の規模はどのように変化した
のか。
表１は，１６世紀にサン・マルコ財務官に就任した全人物について，当選
日，氏名，部署の種別，生没年（判明分のみ），「買官」の場合には融資額，
前任者，後任者を挙げたものである３２）。これをもとに，デ・チトラのサン・
マルコ財務官ポストの推移をグラフ化したのが図１である。前任者・後任者
がいる場合には同じ帯上に並べ，前任者がいない場合には新たな帯を設けた
が，いったん後任者がいなくなっていたところには，スペースを省略するた
め，前任者のいない新たな就任者を入れた。各帯で在職者のいない期間は網
掛けにした。
図１からは，特定ポストの継続性や，特定年における在職者とその数な
ど，多くのことが確認できる。サン・マルコ財務官職の「競売」が最初に導
入される直前の在職者は，アントニオ・トロン，ジョルジョ・コルネール，
ニッコロ・ミキエルの３名であった。１５１６年には政府への融資によって
ジョルジョ・エモとアルヴィーゼ・ダ・モリンの２名が加わった。前者は
１５２１年，後者は１５２２年に死去し，前者には後任が選ばれなかったが，後者
の場合は，融資額１５，０００ドゥカートを提示した息子のマルコが同年６月１
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日に後任に選ばれた。このように官職売買を通じて同一ポストを一族内で継
承するケースは，１６世紀のサン・マルコ財務官職に関しては，この一例の
みである。１５２２年から翌年にかけては，マルコ・ダ・モリンのほかに４名
がデ・チトラのサン・マルコ財務官となり，この部署だけで計８名のサン・
マルコ財務官が存在することになった。
１５２４年にニッコロ・ミキエルが死去したとき，他の７名（正規就任者２
名＋買官者５名）は健在であったが，正規の手続きによる後任選挙が行なわ
れ，アルヴィーゼ・プリウリが選ばれた。つまり，本来の定員を上回る在職
者がいたにもかかわらず，正規のポストを買官者ポストと区別して維持しよ
うとしたと見なすことができる。アルヴィーゼ・プリウリの死後も，このポ
ストに関しては，常に正規の手続きによる後任者が選ばれ続けた。しかし，
他の２名の正規就任者であったアントニオ・トロンとジョルジョ・コルネー
ルには，後任者がいない。彼らが死去した１５２７－２９年には，計６名の新し
いデ・チトラのサン・マルコ財務官が誕生し，１５２９年の時点で，デ・チト
ラのサン・マルコ財務官は計９名に膨れ上がっていた。そのうち，正規就任
者は先述のアルヴィーゼ・プリウリの後任のルカ・トロンのみであり，残る
８名は買官による就任者である。すなわち，ここでは，買官者の増加に対応
して，正規就任者の数を減らす措置が行なわれているのである。
その後，ルカ・トロンのポストは正規就任者が引き継ぎ続けていくが，そ
れ以外では，１５５７年になるまで新しい正規就任者は選ばれていない。しか
し，この間の新たな売官も１件のみであり（１５３８年就任のアレッサンドロ・
コンタリーニ），在職者数は，在職者の死去によって徐々に自然減少して
いった。そして，１５５６年には，本来の定員を１上回るだけの４名になって
いた。
１５５７年３月１５日，トンマーゾ・コンタリーニ（１５４３年に就任した同姓同
名者とは別人）が正規の手続きで当選した。彼の前任者は，１５２３年に買官
によって就任したアントニオ・モチェニーゴとされている。１５５７年には，
マルコ・ダ・モリンが死去しているが，命日が不明であるため，コンタリー
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ニの当選との前後関係は確かではない。しかし，いずれにせよ，ダ・モリン
の死去によって，ようやくデ・チトラのサン・マルコ財務官在職者数は定員
の３名（正規就任者２名＋買官者１名）に戻ったのである。そして，買官者
の生き残りであったアントニオ・プリウリが１５６３年に死去すると，正規の
手続きで後任が選ばれた。その後，１５７０年までは定員が保たれた。
しかし，１５７０年，またもや官職売買を導入せざるを得ない危機がヴェネ
ツィアを襲う。キプロス戦争の勃発である。キプロス島がヴェネツィア領に
なって約１世紀が経過していたが，東地中海最大のこの島は，地理的にも戦
略的な位置にあり，地中海征服をもくろむトルコが狙ったのは当然であっ
た。ヴェネツィア共和国は全ヨーロッパに支援を要請し，十字軍精神のもと
（ヴェネツィア領になる前のキプロス島は，最後の十字軍国家であった），キ
リスト教国連合艦隊が編成されてキプロスに向かった。そして，翌１５７１年，
歴史上有名なレパントの海戦が戦われることになったのである。同年１月，
５つのサン・マルコ財務官職が「競売」にかけられ，デ・チトラの部署でも
新たに２名が加わった。サン・マルコ財務官職の「競売」は翌年・翌々年に
も続けられ，１５７３年にデ・チトラの在職者数は７名まで増加していた。
１５７２年には，正規就任者であったジロラモ・ザーネが死去していたが，後
任は選ばれなかった。
キプロス島は，レパントの海戦におけるキリスト教連合艦隊の輝かしい勝
利とファマゴスタ攻防戦におけるヴェネツィア人の死闘にもかかわらず，ト
ルコに奪われてしまい，ヴェネツィア領に回復されることは永遠になかっ
た。しかし，次にトルコとの大きな衝突が起こる１７世紀なかばまで，サン・
マルコ財務官職の売買は，１件の例外（１５８０年にデ・ウルトラの職に当選し
たニコロ・ダ・ポンテ）を除き，行なわれなかった。１５７３年のデ・チトラ
の在職者７名のうち，正規就任者であったロレンツォ・ダ・ムーラとトン
マーゾ・コンタリーニのポストには後任が選ばれ続け，売官者のうち１名
（オッタヴィアーノ・グリマーニ）についても，１５７６年当選のマルコ・グリ
マーニ以降，正規の就任者が跡を継いでいった。残る４名は死後に後任が選
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図２：１６世紀におけるサン・マルコ財務官在職者数（部署別）
ばれず，１６０８年にデ・チトラの在職者数は定員の３名に戻った。
（２）在職者数の推移
前節では，表１と図１をもとに，デ・チトラのサン・マルコ財務官ポスト
がどのように変化したかを分析し，その背景を探った。３つの部署のうち
デ・チトラを取り上げたのは，デ・スプラとデ・ウルトラの就任者の中に没
年不明の者が１～２名ずつ含まれており，厳密な追究ができなかったからで
ある。しかし，図１と同様の手順により，全部署およびサン・マルコ財務官
全体の在職者数の変化をほぼ明らかにすることができる。５年毎にそのデー
タをとってグラフ化したのが図２と図３である。
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図３：１６世紀におけるサン・マルコ財務官在職者数（合計）
表１と図２・図３を組み合わせると，以下のようなことが看取できよう。
サン・マルコ財務官職の「競売」が最初に導入された１５１６年には，７名
の「金による」サン・マルコ財務官が生まれたが，うち１名（先述のザッカ
リア・ガブリエル）は在職者の死去に伴う後任であったので，総計１６名の
サン・マルコ財務官がいたことになる。しかし，在職者の死去により，１５２０
年までに１２名にまで減少した。
より大規模な官職売買が行なわれた１５２２～２３年には，計１５名もの「金に
よる」サン・マルコ財務官が生まれ，存命中であった１５１６年の就任者を含
めて，在職者の総計は，定員９名に対し２４名に膨れ上がった。このとき，
部署によって，増加したポスト数に著しい違いがあった。すなわち，デ・ス
プラが７，テ・チトラが５，デ・ウルトラが３である。このようなばらつき
の理由は定かではないが，サン・マルコ聖堂に寄進された財産の管理とサ
ン・マルコ広場周辺の公共事業を管轄とするデ・スプラが最も渇望されたポ
ストであったことから３３），より高い融資額を見込んで，このポストを多く
「競売」にかけたことは十分に考えられる。反対に，都市の中心から外れた
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地域の遺産処理などを担当するデ・ウルトラは，比較的需要が低かったため
に，「競売」にかけられたポストがわずかだったのであろう。
その後，１５２０年代後半にも新たな買官者はいたが，１５３０年代には当職の
売買は行われず，１５３５年に向かって減少傾向を示した。しかし，１５３７年に
起こったトルコとの衝突により新たな売官が行なわれ，翌年にかけて計９名
の「金による」サン・マルコ財務官が生まれた。このときは，１５２２－２３年
の場合とは対照的に，デ・ウルトラのポストが多く「競売」にかけられた
（９名中６名）。これは，３部門の在職者数のバランスを考えての措置であっ
たと見なしうるかもしれない。その結果，１５４０年には，デ・スプラ１０名，
デ・チトラ９名，デ・ウルトラ１０名となり，総数は世紀最大の２９名となっ
た。
１５３９年から１５７０年までは，サン・マルコ財務官職の「競売」が一切行な
われなかったため，約３０年間にわたって在職者数は減少の一途をたどり，
１５６５年までに各部署で定員と同数となった。しかしそれも束の間，キプロ
ス戦争のため１５７０年代前半には再び定数を超えるサン・マルコ財務官が存
在することになる。もっとも，第二四半世紀のように累積的に増加すること
はなく，戦後は官職就任のための融資が廃止されて，在職者数は徐々に減っ
ていった。また，経験豊かな高齢者が選ばれるようになり，比較的短い間隔
で在職者が交代していくことになった。１６００年の時点で定員数を回復して
いたのはデ・ウルトラのみであったが，デ・スプラとデ・チトラも次世紀初
頭には定数に戻った。とはいえ，１７世紀以降も，クレタ戦争をはじめとす
るさまざまな危機がヴェネツィアを襲い，１８世紀初頭まで，１６世紀と同様
のことが繰り返されていくのである。
むすび
官職売買は，カンブレー同盟戦争における国家存亡の機を切り抜けるため
の非常手段として最初に導入された。この措置は，平等という共和主義の根
本的原則を損なうものであり，その危険性は当初から強く認識されていた。
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「最大の恥と不名誉」であるというマルカントニオ・ミキエルの言葉は３４），
多くの貴族たちが共有する感覚であっただろう。それゆえ，危機を脱した政
府は，「官職のための融資」の廃止を高らかに宣言したのである３５）。だが，
１５２２～２３年の危機時には，抵抗感が弱まっていたのか，より大胆な官職売
買が行なわれ，２０代の若者までもがサン・マルコ財務官に選ばれた（表１
参照）。サン・マルコ財務官の定員超過の度合いも，１５１０年代にはささやか
であったのに対し，１５２０～１５３０年代には著しいものとなった（図２・図３参
照）。
しかし，少なくともサン・マルコ財務官のケースを見る限り，官職売買が
決して恒常化していたわけではないことには注目すべきである。ヴェネツィ
アとキリスト教国の連合艦隊がトルコに敗北したプレヴェザ海戦（１５３８年）
以降，４０年以上の間，当職が「競売」にかけられることは一度もなかった。
そして，世紀前半には定数の３倍以上に達したサン・マルコ財務官の数も，
一部の例外を除いて買官者には後任を選ばないことにより，本来の定数が回
復されていった。同じことはキプロス戦争後にも言える。つまり，緊急措置
によって生じた異常な状態を正常化していくメカニズムは機能していたので
ある。ガスパーロ・コンタリーニの『ヴェネツィアの共和政と行政官』La
republica, e i magistrati di Vinegia が出版されたのは１５４３年であるが，そ
こには官職売買への言及がない３６）。この書がヴェネツィア政治を称揚したも
のであることを考えれば，その汚点に触れないのは当然とも言えるが，コン
タリーニが官職売買をあくまでも例外的なものとみなしていたということも
考えられよう。
いっぽうで，サン・マルコ財務官の場合には，他の官職よりも官職売買の
影響が長く残ったことを無視してはならない。すなわち，終身職であったが
ゆえに，「正常化」には時間がかかり，結果として，財力によってこの地位
に就いた人物が数多く存在する状態が続いたのである。もっとも，サン・マ
ルコ財務官が手にすることのできる権能を就任者のすべてが享受できたかど
うかは明らかではない。買官者のなかにもサン・マルコ財務官として重要な
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任務を果たした人物の例はあるため３７），定員超過枠のサン・マルコ財務官が
全くの名目的地位ではなかったことは確かであるが，この点については，さ
らなる検証が必要である。また，１６世紀ヴェネツィアにおける官職売買と
政治的腐敗や共和主義精神とのかかわりというより大きな問題を論じるに
は，他の官職についての分析も必要となるだろう。
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For the Republic of Venice the 16th century was a time of hardships
and changes. Above all the so-called Italian Wars and the repeated attacks
on her colonies by the Ottoman Empire exhausted La Serenissima
politically, militarily, and economically. One of the measures she took in
order to break the financial deadlock was auctioning of offices. It was an
expedient way out, which has been thought to have corrupted the
republican spirit and reinforced the oligarchic tendency in Venice.
The most profitable was auctioning the prestigious posts of the
Procuratori di San Marco (PSM). Normally their number was fixed at nine
(three for each of three sections, namely de Supra, de Citra, and de Ultra ).
However, during the crucial years after the defeat in Agnadello, not only
were the PSM posts put on ‘sale’ (they were not really ‘sold’, but who
offered a larger loan to the government was likely to be elected), but also
the numerical limitation was ignored. In this way, in the single year of 1516
five men were created PSM without predecessors and brought their patria
from 10,000 to 14,000 ducats each.
Such a measure was regarded as jeopardizing the republican tradition
of Venice and was abolished as soon as she had accomplished the
reconquest of lost territories. But in the course of the century Venice was
to face other crises in which this dishonorable method was revived again
and again. The problem about the PSM was that, unlike other government
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offices for nobles (with the one exception of that of Doge), they were
lifetime posts. Ordinary or extraordinary, all the PSM remained in office
until they died or got elected Doge. As a result, their number could
increase cumulatively.
Examining all the PSM of the 16th century (149 men in all) with their
predecessors and successors (or without one or both of them) and their
length of tenure, we can find out how each post was succeeded to (or was
not) and the total number of the PSM in each year. In this way I made the
following facts clear : 1) most of the PSM ‘by money’ didn’t have
predecessors or successors ; 2) in the 1520’s and 1530’s the PSM posts were
auctioned many times and in the late 1530’s their total number hit the peak
(as many as 29 PSM at a time) ; 3) between the Battle of Preveza (1538) and
the War of Cyprus (1570-73) no PSM post was auctioned and the total
number decreased naturally until the original number was regained in the
early 1560’s ; 4) after the War of Cyprus auctioning of the PSM posts was
abolished again and the original number was regained by the early 1600’s.
Conclusion : auctioning of government offices was not a permanent
institution but an emergency measure and the mechanism of normalization
worked constantly ; however, for the PSM, the aftermath of auctioning
lingered much longer than with other offices because of the lifetime tenure,
permitting wealthy nobles to stay in power.
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